
深く探究する態度逞しく豊かな人間性 よりよき未来の創出

１ 建学の精神・教育目標・身につけさせる資質・能力

心身の健康 真・善・美の追求 愛と知の稔り★建学の精神
昭和38年

★教育目標
平成30年度

自己研鑽力自己管理力 未来デザイン力

課題突破力信頼構築力 社会牽引力

★生徒に身に
つけさせる
資質・能力
令和元年度

令和７年度 仙台第三高等学校学校経営

２ スクール・ミッション

３ スクール・ポリシー

生徒と教職員がともに進化する「学習する組織」「学習する学校」４ 学校経営方針

⑵ 教育目標の具現化 ⑶ 学校組織の進化⑴ 教育活動の充実 ⑷ 生徒の活動充実

①SSH授業作りセンターを中
心とした指導方法の充実

②第Ⅲ期SSHの基盤づくり
③ICT学習を通した「情報活
用能力」の育成

④国際理解教育を始めとした
グローバル対応力の育成

⑤地域の教育力の活用
⑥県外学校等との交流
⑦新たな教育課題への対応

①学校教育目標の実現
②６つの資質・能力の具現化
③スクール・ミッションと
スクール・ポリシーと学校
活動の実際

④スクール・マネジメント

①校務分掌にとらわれない
チームを意識した業務遂行

②連絡調整に基づくスジュー
ル管理による業務の効率化

③進路実現に向けたキャリア
教育

④社会教育資源、地域資源を
活用した活性化

⑤危機管理に強い組織
⑥たゆまぬ研修・研鑽

①生徒が参画する学校行事・
運営の充実
②第一志望進学実現に繋がる
課外活動
③挨拶する教職員と生徒
④各種コンクール、コンテス
トへの積極参加
⑤全国の高校との交流活動

５ 重点目標

スーパーサイエンスハイスクール（第Ⅲ期 令和４年度～８年度）
「尚志ヶ丘フィールド」を舞台にした持続可能な社会を共創する科学技術人材の育成

本校は、「心身の健康、真・善・美（広く調和のとれた教養）の追求、愛と知の稔り（感謝と自他尊重の精神およ
び知的態度）」を建学の精神とし、逞しく豊かな人間性や深く探究する態度を身につけ、よりよき未来を創出で
きる人材を育成します。これまでのＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）の学習を継続・発展させ、地域の
大学・研究機関・企業と連携し、持続可能な実習フィールドの開発と利活用に取り組むとともに、地域青少年
の科学リテラシー向上に寄与する学校を目指します。

アドミッション・ポリシー
・主体性を持って様々なことに取り組み、自律
的・能動的に高校生活を送る生徒（普・理）

・基礎学力が身についており、学習に対して強
い意識を持ち続ける生徒（普・理）

・部活動や生徒会活動に積極的に取り組み、
高いレベルでの文武両道を達成できる生徒
（普・理）

・社会的問題や哲学的課題などを、広い視野を
もって捉え、総合的な判断ができる生徒（普）

・論理性の高い自己の意見をもちつつ、多様な
人々と協調し、問題発見・解決に向かう生徒
（普）

・数学、理科の分野において、高い関心と適性
をもち、強い探究意欲を有する生徒（理）

・課題解決のために、粘り強く対象に取り組む
生徒（理）

カリキュラム・ポリシー
（普通科）

：科学技術を活用できる人材を育成するため、数学、情
報、倫理などを含めた教科融合科目を設定し、統計処
理に必要なデータ分析を経験するとともに、社会倫理と
社会貢献について学習します。特に科学的な探究活動
では、ESDやSDGsなど身近な社会問題のテーマを設定

し、産官との連携、ユネスコスクールのネットワークを生
かした国際交流と共同研究により、得られた課題の解
決策を提案します。これらを学ぶことで、新たな課題を
提示し科学技術を有効に活用できる人材を育成します。
（理数科）

：発見・発明型の科学技術人材を育成するため、数学、
理科、英語に重点を置いた科目に加えて、情報、倫理、
芸術などを含めた教科融合科目を設定し、仮説と実
験・調査などの必要なデータ分析を経験するとともに、
研究倫理や先端研究での社会貢献について学習しま
す。特に科学的な探究活動では、大学や研究機関と連
携して研究を進め、得られた研究成果をコンテストや学
会で国内外に発表します。これらを学ぶことで、基礎研
究を充実拡大し新しい科学技術を生み出す人材を育成
します。

グラデュエーション・ポリシー
①自己管理力：心身の健康を維持するために、
健全な生活習慣を身につけ、様々な壁を柔軟
に乗り越えるしなやかさを持つ。

②信頼構築力：相手の立場を思いやり、尊重し、
互いに信頼関係を築くことができる。

③自己研鑽力：人類が築き上げてきた真理を
重んじ、それを教養として身につけることを通し
て、自らの資質・能力を高めようとする。

④課題突破力：困難な課題に立ち向かい、解
決するために、個人の資質を高め、チーム一丸
となる実力を持つ。

⑤未来デザイン力：未知なるものに立ち向かう
ために、自己の可能性や周囲の可能性を信じ、
能動的に知性を高め行動していく。

⑥社会牽引力：他者理解力・思考力など総合的
な判断力をもって、集団を牽引し、社会貢献し、
共生して生きていくこと。



項目 協力・連携先等 内容

探究的な学び、PBL型授業への転換 校内研修
連携校との研修

「自立・自律した学校づくり」を目指す仕掛け
オープン・クエッション、オープン・エンドの授業

評価方法の研究

東北大大学院（派遣教員）との連
携

課題研究における形成的評価
プログラム評価

宮城教育大との連携 情報活用能力の評価
１枚ポートフォリオの活用

第Ⅲ期SSHの基盤づくり

協力大学、高校教育課 発見発明型人材育成プログラムの開発
技術活用型人材育成プログラムの開発

協力大学、高校教育課
ベネッセ、日本船舶工学会

普通科における探究活動、課題研究
「尚志ヶ丘フィールド」の計画的整備
普通科生徒の発表の場の拡大

ICT学習を通した「情報活用能力」の育成

宮城教育大、Google、
NTT docomo

ChromeBook等を活用した学習方法の研究

校内研修 学力テスト「情報Ⅰ」に対応する学習の研修

宮城大学 データサイエンス、ビッグデータの教材化

校内研修
ベネッセ

反転授業、Web教材を活用した生徒の自
主的学習の質と量の充実

協力企業、研究所
立命館宇治中学校・高等学校

電子会議システムを活用したインタラクティ
ブ型授業開発

国際理解教育を始めとした他校との連
携充実

東北大学グローバルラーニング
センター

英語による課題研究発表への指導・助言

マラヤ大学 国際理解学習や課題研究の発表

台湾師範大学附属高級中学
ユネスコ本部、国際交流課

（修学旅行による相互訪問）
新たな連携校の模索

ボストン海外研修 グローバルリーダーの育成

ユネスコ本部、ACCU、山形東高校 模擬国連

地域等の教育力の活用

山形大学、東北学院大学
鶴ヶ谷自治会、NPO

「時習の森（学校林）」「大堤沼公園」の開発、
鶴ヶ谷団地活性化の教材化

南三陸自然環境活用センター、 

弘前大学、産総研、栗駒山麓ジ
オパークビジターセンター

「南三陸」「白神山地」「筑波」「栗駒」の各
フィールドワーク
学校周辺フィールドワーク

花王株式会社
理研ビタミン株式会社

企業研究者による実習

県外高校等との協力

岩手県立盛岡第三高校 ALの発展と探究型授業の開発

山形県立山形東高校 普通科課題研究、模擬国連、総合型選抜研究

京都市立堀川高校 課題研究、修学旅行

福井県立若狭高校 課題研究、合科科目開発、海洋教育、修学旅行

立命館宇治中学校・高等学校 探究型授業、Web合同授業、教員研修

兵庫県立加古川東高等学校 探究活動の相互発表会

新たな教育課題への対応

宮城教育大学
東北大学環境科学科

ユネスコスクール加盟校との交流
ESD/SDGs学習と発表

先進校視察、ベネッセ STEAMの実践例研究とその評価

国立教育研究所 Society5.0に向けた学校Ver3.0
Ed Tech スタディログ、リベラルアーツ

東北大学教育学研究科 ELSI（Ethical、 Legal and Social Issues)
倫理的・法的・社会的課題

【参考】これまでの主な事業
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